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道
理
が
通
ら
な
い

　
　
　
　

新
年
度
予
算

　

新
年
度
の
予
算
を
決
め
る
３

月
議
会
は
、
市
民
税
の
減
少
、

国
か
ら
の
仕
送
り
と
言
わ
れ
て

い
る
地
方
交
付
税
の
減
少
か
ら

市
民
に
負
担
を
強
い
る
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

前
回
の
12
月
議
会
で
市
長
な

ど
の
給
料
と
退
職
金
を
引
き
上

げ
て
、
次
の
３
月
議
会
で
市
民

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
道
理

か
ら
も
許
せ
な
い
と
主
張
し
ま

し
た
。
特
に
次
の
議
案
に
つ
い

て
反
対
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
教
育
委
員
長
と
教
育

委
員
の
報
酬
の
引
き
上
げ

委

員

長
（

月

額

）

３
万
３
千
円
を
５
万
３
千

円

へ
、

委

員
（

月

額

）

２
万
７
５
０
０
円
を
４
万
５
千

　

３
月
９
日
、
水
田
ゆ
た
か
事
務
所
開
き
に
て

　

北
市
民
病
院
の
機
能
を
維
持
し
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域

に
す
る
た
め
、
ま
た
地
域
住
民
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め

に
、
引
き
続
き
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。　
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円
へ
と
い
う
引
き
上
げ
で

す
。反

対
理
由　

学
校
の
給

食
費
を
値
上
げ
す
る
。
県

費
の
学
校
の
先
生
に
駐
車
場

代
を
負
担
さ
せ
る
と
言
っ
て

い
る
と
き
、
教
育
委
員
長

な
ど
の
報
酬
を
引
き
上
げ

る
の
は
時
期
が
悪
い
。
ま
た

上
の
者
が
我
慢
し
て
下
の
者

の
方
を
厚
く
す
る
の
が
教
育

だ
か
ら
反
対
。

二
、
学
校
職
員
に
新
た

に
駐
車
場
代
を
徴
収
す
る

件反
対
理
由　
　
「

ご
み
有
料

化
、
北
市
民
病
院
、
久
佐

町
の
財
産
区
の
問
題
を
み
て

も
頭
ご
な
し
に
、
こ
れ
し

か
な
い
と
い
う
や
り
方
か
ら

い
ら
ざ
る
問
題
が
起
き
て
い

市
政
報
告

る
。
今
回
も
同
じ
「

管
理
運
営

事
項
な
の
で
協
議
は
必
要
な
い
」

と
お
ど
か
す
よ
う
な
や
り
方
を

し
て
い
る
。
県
教
委
や
教
職
員

組
合
と
協
議
が
整
っ
て
提
出
す
れ

ば
い
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
ま
り
に

も
強
引
な
や
り
方
と
、
前
回
の

12
月
議
会
で
市
長
な
ど
の
給
料

退
職
金
を
引
き
上
げ
て
、
次
の

議
会
で
そ
れ
も
県
費
職
員
に
負

担
を
強
い
る
こ
と
は
道
理
が
通

ら
な
い
。

三
、
財
産
区
の
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て

反
対
理
由　

入
会
地
の
管
理

を
引
き
継
ぐ
「

合
併
時
の
財
産

区
」
の
所
有
権
を
、
地
方
自
治

法
の
特
別
区
の
所
有
権
と
み
な

し
た
本
議
案
は
、
明
治
以
来
の

歴
史
や
実
質
管
理
者
と
の
間
に

多
く
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し

て
い
る
。
今
年
は
市
政
60
周
年
、

財
産
区
も
60
年
を
経
過
し
て
い

る
。
51
財
産
区
あ
る
こ
と
か
ら

も
時
間
を
か
け
た
議
案
の
精
査

が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
残
り

47
財
産
区
は
ど
う
な
る
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
。
こ
れ
で
は
継
続

性
、
透
明
性
、
安
定
性
が
な
い
。



四　

有
料
ご
み
袋
半
額
の
半
額

据
置
き
期
間
の
延
長

　

家
庭
ご
み
の
排
出
量
の
減
量

化
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
の
理

由
か
ら
有
料
ご
み
袋
の
料
金
の

半
額
期
間
の
延
長
が
提
案
さ
れ

た
。

反
対
理
由　

延
長
で
は
な
く
無

料
に
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
は

ご
み
袋
を
無
料
に
戻
せ
ば
、
ご

み
の
量
は
す
ぐ
元
に
戻
る
と
答

弁
し
た
。
し
か
し
、
有
料
化
以

後
５
年
が
経
過
し
、
分
別
は
市

民
の
間
に
定
着
し
て
い
る
。
無

料
に
し
て
も
す
ぐ
に
ご
み
の
量

が
元
に
戻
る
と
は
考
え
に
く

い
。
家
庭
ご
み
は
30
％
も
減
量

と
な
り
当
初
の
目
的
を
達
成
し

て
い
る
の
だ
か
ら
無
料
に
戻
す

べ
き
だ
。

五　

国
府
保
育
所
の
民
営
化

　

府
中
市
が
設
置
す
る
国
府

保
育
所
は
、
二
年
間
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
後
、
当

初
の
予
定
通
り
民
営
化
す
る

と
の
提
案
で
あ
る
。

反
対
理
由　

民
間
で
で
き
る

も
の
は
民
間
で
と
か
民
間
活

力
の
導
入
な
ど
と
言
わ
れ
て

久
し
い
が
、
指
定
管
理
制
度

の
導
入
は
、
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
に
あ
る
こ
と
は
多
く
の

識
者
が
指
摘
を
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
行
政
か
ら

民
間
に
経
営
が
移
る
こ
と
に

よ
り
、
保
護
者
の
意
見
や
苦

情
が
届
き
に
く
く
な
る
の
と

の
不
安
も
あ
る
。
保
育
行
政

は
、
市
の
責
任
で
お
こ
な
い
、

子
ど
も
の
安
全
、
保
護
者
の

信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

    

伊
藤
市
政
の
財
政
運
営
は
破
た
ん
寸
前　

　

       

市
長
給
料
は
ア
ッ
プ
、
ツ
ケ
は
市
民
に
！

　

伊
藤
市
長
の
行
財
政
運
営

は
、
い
よ
い
よ
失
敗
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

市
は
「
７
億
円
ダ
イ
エ
ッ

ト
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
今
後

の
収
入
源
と
し
て
、
上
下
水
道

料
、
学
校
給
食
費
、
住
民
票
な

ど
の
交
付
手
数
料
な
ど
の
値
上

げ
を
明
言
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
市
長
給
料
は
88
万

円
、
退
職
金
は
１
７
６
０
万
円

と
大
幅
増
で
す
。

　

伊
藤
市
長
の
財
政
運
営
に

「
ノ
ー
」
の
声
を
あ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。



　

悪
化
す
る
ば
か
り
の
財
政

　
　
　

２
０
１
４
年
度
予
算

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
府

中
市
が
「
過
疎
地
域
」
に
指
摘

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
左

の　

「
視
点
」を
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
は
、「
７
億
円
ダ
イ

エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
と
「
公
共
施

設
の
再
編
・
整
備
計
画
の
策
定
」

で
す
。
県
費
の
学
校
の
先
生

に
駐
車
場
代
１
６
０
０
円
の

請
求
、
そ
し
て
学
校
給
食
費
、

水
道
料
金
な
ど
公
共
料
金
の

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。支
出

で
は
、
公
共
施
設
の
再
編
・

整
備
と
い
う
名
目
で
公
民
館

な
ど
も
削
減
し
て
い
く
方
向

で
す
。
こ
の
間
行
な
っ
て
き

た
保
育
所
や
小
中
学
校
の
統

廃
合
と
同
じ
や
り
方
で
す
。

　

町
内
会
長
が
言
わ
れ
て
い

た
「
伊
藤
市
長
は
国
か
ら
の

交
付
金
で
大
き
な
事
業
ば
か

り
し
て
、
町
内
会
の
要
望
は

何
も
し
て
も
ら
え
な
い
」
と

い
う
声
に
応
え
た
予
算
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、こ
の
７
億
円
ダ
イ
エ
ッ

ト
プ
ラ
ン
を
行
な
え
ば
府
中

市
財
政
が
良
く
な
る
の
か
と

い
え
ば
、
自
由
に
使
え
る
お

金
を
み
る
経
常
収
支
比
率
は

２
０
１
２
年
度
決
算
で
は
94
・
４

で
す
が
８
年
後
の
２
０
２
０
年

度
に
は
98
・
３
に
悪
化
す
る
見

込
み
で
す
。

　
　

府
中
市
の
実
力

　

東
洋
経
済
新
報
社
発
行
の

２
０
１
２
年
版
「

全
国
８
１
０

市
区
（
市
役
所
と
区
役
所
）

の
実
力
」
に
よ
る
と
府
中
市

は
総
合
５
５
６
位
で
上
中
下

で
分
け
れ
ば
中
の
下
と
な
り

ま
す
。
内
訳
で
成
長
力
は

７
４
３
位
、
経
済
力
な
ど
の

民
力
度
２
７
２
位
、
財
政
健

全
度
６
５
２
位
、
財
政
健
全

度
は
下
の
中
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３

年

度

版

は

８
１
２
市
区
中
（
２
市
区

増
）
４
６
７
位
と
前
年
よ
り

89
位
の
ア
ッ
プ
、
中
の
中
で

す
。
内
訳
は
成
長
力
７
５
４

位
で
11
位
低
下
、
民
力
度
は

２
７
６
位
で
４
位
低
下
、
財

政
健
全
度
は
７
４
１
位
89
位

低
下
と
す
べ
て
低
下
し
て
い

ま
す
が
全
体
で
89
位
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
東
北
大
震
災
の
影
響
で
順

位
が
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

財
政
健
全
度
は
６
５
２
位
か

ら
７
４
１
位
へ
落
ち
、
下
の

下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　視点　「本音は病院経営」

  　

問
わ
れ
る

　

 

「７
億
円
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
！

　

市
長
の
給
料
引
き
上
げ
が
市
民
の
ひ

ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
る
。
県
内
の
市

長
は
自
ら
報
酬
の
一
部
を
返
納
し
て
い

る
の
に
・
・
・
な
ぜ
？

　

賛
成
し
た
議
員
（
平
成
会
）
は
「

市

の
財
政
は
健
全
だ
」
と
口
を
そ
ろ
え
、

市
長
は
「

議
会
が
決
め
た
こ
と
」
と

平
然
。
そ
の
舌
の
乾
か
ぬ
３
月
議
会
に

「

７
億
円
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
交
付
税
が
７
億

円
削
減
さ
れ
る
か
ら
と
い
う
。
７
億
円

の
削
減
は
10
年
前
か
ら
決
ま
っ
て
い
た

こ
と
で
今
さ
ら
何
を
言
う
か
で
あ
る
。

　

７
億
円
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
中
身

は
、
職
員
30
人
削
減
、
上
下
水
道
使

用
料
、
学
校
給
食
費
等
の
公
共
料
金
の

値
上
げ
、
各
種
使
用
料
・
手
数
料
値
上
げ
、

負
担
金
増
等
と
な
っ
て
い
る
。
”
た
ね
油

は
絞
れ
ば
絞
る
ほ
ど
ほ
ど
取
れ
る
”
と
で

も
思
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

情
け
な
く
て
言
葉
も
出
な
い
！

　

先
日
、
読
売
新
聞
が
府
中
市
が
「

過

疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
と
報
道
し
た
。

財
政
力
指
数
が
国
の
基
準
値
以
下
、
人
口

減
が
国
の
基
準
値
を
超
え
た
た
め
だ
。
協

和
村
、
上
下
町
を
合
併
し
順
調
に
い
け
ば

６
万
人
を
超
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
街

が
現
在
４
万
２
千
人
余
り
。
市
長
は
、
さ

ら
に
３
万
７
千
人
を
予
測
し
て
い
る
と
い

う
。
特
に
深
刻
な
事
態
は
、
20
・
30
代
の

市
外
流
出
が
他
市
に
比
べ
大
き
く
市
の
将

来
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

10
数
年
前
に
は
、
府
中
市
は
内
陸
工

業
都
市
と
全
国
で
も
指
折
り
の
活
力
に
満

ち
た
街
だ
っ
た
。
ま
さ
か
、「

過
疎

地
域
」
に
指
定
さ
れ
る
と
は
情
け

な
く
て
言
葉
も
出
な
い
。

　

交
付
税
、
市
民
税
が
減
る
一
方

で
借
金
返
済
が
増
え
る
。
市
長
は

市
民
病
院
の
建
設
と
赤
字
補
て
ん

に
毎
年
膨
大
な
市
の
金
（
税
金
）

を
出
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
本
音
は
病
院

経
営
の
補
て
ん
に
あ
る
。
第
二
の

夕
張
市
に
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
４
月
20

日
に
は
市
長
、
市
議
会
議
員
の
選

挙
が
行
な
わ
れ
る
。
議
員
は
半
分

が
入
れ
替
わ
る
。
市
長
に
対
し
て
、

市
民
の
声
や
自
分
の
考
え
を
言
え

る
議
員
を
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
は
市
長
の
擁
護
者
で
は
な
い
。

市
民
の
代
表
で
あ
る
。



　　　

            第１１回公判（結審）

  （広島地裁平成２４年（行ウ）第１２号　地方独立行政

                            法人  認可取消等請求事件）

  と　き　　４月９日（水）午後１時３０分

  ところ　　広島地方裁判所３０２号法廷　

  内　容　　原告証人尋問、最終陳述書の提出

  （公判終了後、弁護士の報告集会を持ちます）

  出発時間　　　４月９日 （水） 午前１０時

  集合場所　　　上下町民会館一番奥の駐車場

  参加費　　　　２，０００円

  参加者希望者はご連絡ください。

            市政報告会

    時　３月２９日（土）

　　　　　　午後１時３０分

    所　上下町民会館大研修室

   内容　３月議会報告、

　　　    病院問題、その他

    ご参加をお待ちしております

　

編
集
後
記

　

議
会
運
営
委
員
会
で
社
会

ク
ラ
ブ
３
名
が
議
案
提
出
権

に
基
づ
き
、
連
名
で
市
長
の

給
料
引
上
げ
凍
結
の
議
案
を

提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平

成
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
の
議
員

が
否
決
し
３
月
議
会
に
上
程

で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

議
員
の
議
案
提
出
権
を
多
数

決
で
否
決
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

市
長
の
給
料
の
引
上
げ
は
12

月
議
会
で
決
ま
っ
た
ば
か
り

だ
か
ら
次
の
議
会
で
否
定
す

る
の
は
、
議
会
の
権
威
を
お

と
し
め
る
ん
だ
そ
う
だ
。
市

民
は
、
給
料
引
上
げ
を
決
め

た
議
会
こ
そ
権
威
を
お
と
し

め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
主
張
は

議
会
で
ど
う
ど
う
と
す
れ
ば

い
い
の
で
あ
っ
て
、
本
会
議

に
上
程
さ
せ
ず
葬
り
去
る
や

り
方
は
多
数
派
の
お
ご
り
で

あ
る
。
市
長
の
部
下
の
よ
う

な
議
員
が
多
す
ぎ
る
。

　　　　　　　　　　　　

                                                                  市長等の給料引き上げ額 

　　　　　給料   　　　　　　　　引上げ額

   市　長   825,000 → 880,000    55,000

   副市長   671,000 → 715,000    44,000

   教育長   627,000 → 670,000    43,000

   退職金   

   市　長   14,355,000 →        17,600,000　　  3,245,000

   副市長     7,246,800 → 8,580,000         1,333,200

   教育長     6,019,200 → 6,700,000  680,800

    水田豊の読書日誌 

  ちょっとした勉強のコツ　外山滋比古

  吉野弘詩集　　　　　　　吉野弘

  大本営が震えた日　　　　吉村昭

  ピンポンさん　　　　　　城島充  

  第 3 の新人名作選　　　　講談社文芸文庫

  ﾍﾞｽﾄﾗｰ小説の書き方　　　ﾃﾞｨｰﾝ・R・ｸｰﾝﾂ

採
算
の
取
れ
る
病
院
建
設
の
チ
ャ
ン
ス　

    

際
限
の
な
い
税
金
投
入
に
ス
ト
ッ
プ
を
！

　

病
院
建
設
は
当
初
37
億
円
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
建
設
費
だ
け
で
43
億
３
８
０
０
万
円
、

設
計
や
別
館
取
り
壊
し
な
ど
を
含
む
と
約
46
億

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
の
支
援
も
１
年
目
は
４
億
９
０
０
０
万

円
、
２
年
目
は
４
億
４
０
０
０
万
円
、
新
年
度

は
３
億
４
０
０
０
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

病
院
の
採
算
性
に
つ
い
て
、
長
い
目
で
み
て
採

算
が
と
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
た
め
の
医
師
招

聘
の
見
込
み
、
診
療
科
や
ベ
ッ
ド
数
の
検
討
な

ど
を
行
い
財
政
計
画
を
示
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
う
し
た
計
画
が
し
め
さ
れ
な
い
ま
ま
、

病
院
建
設
へ
税
金
を
投
入
し
続
け
る
こ
と
に
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
い

ま
す
ぐ
基
本
計
画
の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
、

医
療
再
生
計
画
に
よ
る
地
方
独
立
行
政
法
人
化

は
、借
金
を
返
す
こ
と
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
、

桜
が
丘
団
地
販
売
の
二
の
舞
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

※　

市
長
給
料
の
引
き
上
げ
は
平
成

　

ク
ラ
ブ
の
議
員
だ
け
が
賛
成
し
可
決
。


